然と 大 鉄槌 を 下す が 好い。 若し 又 それ は 出来ない と 言 

ふなら ば、 —— 僕 は 当然の 権利と して かう 批評家た ち 

に 要求し なければ ならぬ。 —— 僕 等の 作品 を 批評す る 

時に も 一 応は 帽子 を 脱いだ 上、 歌人 や 俳人に 対する や 

うに 「素人で あるが」 と 断り 給へ。 

S 畐 

「 …… 自分の 如き ものにさへ、 屡々，. 手紙 を 寄せて 交 を 

ま 

求めた 婦人が 十指に 余る。 未だ 御 目に かかった 事 はな 

おにい さま 

いが 夢に 見ました と 云 ふの が ある。 御 兄 様と 呼ぶ 事 を 



御 許し 下さい ませと 云 ふの が ある。 写真 を 呉れと 云 ふ 

のが ある。 何 か 肌に 着けた 物 を 呉れと 云 ふの が ある。 

ハンケ チ 

使 ひ 古した 手 巾 を 呉れれば 処女と して 最も 清く 尊き も 

の を 差 上げます と 云 ふの もあった。 何たる 清き 交際で 

あらう。 …… 」 

みなかみた きたらう 

これ は 水上 滝 太 郎君の 「友 はえら ぶべ し」 の 中の 一 

節で ある。 僕 はこの 一節 を 読んだ 時に 少しも 掛値 なし 

だう もく 

に 瞠目した。 水上 君の 小説 は 必ずしも 天下の 女性の 読 

ずゐき なほ 

者 を 随喜せ しめる のに 足る もので はない。 しかも 猶彼 

等の 或 もの は 水上 君 を 御 兄 様 を 称し、 又 彼等の 或 もの 

き やうて い 

は 水上 君の 写真な ど (！) を筐 底に 秘めたがって ゐる 



うた ネク. タイで あり、 彼女の それ を 送って 来たの は 

何年 か 前に 墓に なった 母の 幽霊の 命令に 従った もの だ 

とか 言 ふこと だった。 それから 又 彼等の 或 もの は、 … 

兎に角 僕に も 手紙 を 寄せた 女性の 読者の ゐる こと は 

疑 ふべ からざる 事実で ある。 が、 彼等 は 僕に 対する や、 

みなかみ てんめん じ やうし よ 

水上 君に 対する やうに 纏綿た る 情緒 を 示した こと は 

そ も そ なん 

ない。 これ は 抑 も 何の 為で あらう か？ 僕 は 僕に 手 

紙 を 寄せた 何人 かの 天涯の 美人 を考 へ、 つまり 僕の 女 

性の 読者 は 水上 君の 女性の 読者よりも はるかに 彼等の 

なるほど 

社交的 趣味の 進歩して ゐる 為と 断定した。 成程 彼等の 



或 もの は 彼女 自身の 歌の 代りに 斎 藤 君の 歌 を 送って 来 

た。 しかし それ は 僕の こと を 夢に 見る と 言 ふ 代りに、 

彼女 も 僕の 先輩た る 斎 藤 君の 歌集な ど を 読んで ゐるこ 

にい さま 

と を 伝へ たので あらう。 又 彼等の 或 もの はお 兄 様と 僕 

を 呼びたかった かも 知れない。 が、 彼女の 遠慮深 さは 

百 円の 金 を 返せと 言 ふ 内容証明 の 手紙 を 書かせ たので 

ある。 又 彼等の 或 もの は 明治天皇の 愛用し 給うた —— 

はくじょう 

これ だけ は 正直に 白状 すれば、 確かに 僕に も 難解で 

つつま ハンケ チ 

ある。 けれども 彼女の 淑 しさの 余り、 僕の 手 巾 を 呉 

れと言 ふ 代りに、 歴史的 意義 ある ネク . タイ を 送って 

来たので はないで あらう か？ 僕の 女性の 読者なる も 



かみ せんさい そな 

の は いづれ も 上に 示した やうに 繊細な 神経 を 具へ てゐ 

る。 して 見れば 水上 君に 手紙 を 寄せた 無数の 女性の 読 

者よりも 数等 優れて ゐ ると 言 はなければ ならぬ。 よし 

又 僕の 断定に 多少の 誤り は あるに もしろ、 —— たと へ 

ば 彼等の 或 もの は 不幸なる 狂人だった にもし ろ、 少く 

たうと つ ハンケ チ 

と も 唐突と し て 水上 君に 手 巾 を 呉れと 言 つ た 読者より 

も 気 違 ひじみ てゐ ない こと は 確かで ある。 僕 はかう 考 

ひそ さんび わけ ゆ 

へた 時に 私 かに 僕 自身の 幸運 を 讃美し ない 訣には 行か 

なかった。 日本の 文壇 広し と雖 も、 僕 ほど 艷 福に 富 

ひと リ 

んだ 作家 は 或は 一 人もゐ ないか も 知れない。 

(大正 十四 年 八月) 
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